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〔目的〕主体的に学ぶ介護福祉士の職業的アイデンティティの形成過程を明らかにすることを目的とする。

































































3 条件を設定した。第 1 条件として、2015 年 1 月時点で、介護支援専門員等介護福祉士の
隣接領域の資格を所持していること。第 2 条件として、2015 年 1 月時点で福祉職としての経
験年数が 10 年以上であること。この条件は、エリクソン25）によって提唱され、松尾ら26）が
実証した“熟達者の 10 年ルール”の知見、シャインが専門性の確立や長期キャリア計画の形


















































　分析焦点者の 6 名は何れも上記の 3 条件を満たしている。
3 ．調査方法














し、現在に至るまでの図とした実例が、図 1 の分析焦点者 B のライフラインである。分析焦
図 1．分析焦点者Bのライフライン
≪ライフライン≫
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3） 介護労働安定センター：「平成 28 年度介護労働実態調査の結果」
  （http://www.kaigo-center.or.jp/report/.2017.11.15）
4） 日本介護支援専門員協会：「介護支援専門員をめぐる現状と課題」
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